
 
 
 
 

平成３０年 第３回 

 

長与町議会定例会会議録 

 

 

平成３０年 ９月 ４日開会 

平成３０年 ９月２１日閉会 

 

 

 

 

 

 

 

 

長与町議会 
  

 

 

 

 

 

 



平成３０年第３回長与町議会定例会会議録（第１号） 

 

招集年月日  平成３０年 ９月 ４日 

本日の会議  平成３０年 ９月２１日 

招集場所  長 与 町 議 会 議 場 

 

出席議員 

１番 浦川 圭一 議員  ２番 中村 美穂 議員  ３番 安部  都 議員 

５番 饗庭 敦子 議員  ６番 安藤 克彦 議員  ７番 金子  恵 議員 

８番 分部 和弘 議員  ９番 西岡 克之 議員 １０番 岩永 政則 議員 

１１番 喜々津英世 議員 １２番 山口憲一郎 議員 １３番 堤  理志 議員 

１４番 河野 龍二 議員 １５番 吉岡 清彦 議員 １６番 竹中  悟 議員  

１７番 内村 博法 議員 

 

欠席議員 

 なし 

 

職務のため出席した者 

議 会 事 務 局 長 谷本 圭介 君    議 事 課 長 富永 正彦 君 

主 任 山田  傑 君 

 

説明のため出席した者 

町 長 吉田 愼一 君   副 町 長 鈴木 典秀 君 

教 育 長 勝本 真二 君   総 務 部 長 山本 昭彦 君 

企 画 財 政 部 長 久保平敏弘 君   建 設 産 業 部 長 緒方  哲 君 

住 民 福 祉 部 長 松邨 清茂 君   健 康 保 険 部 長 中山 庄治 君 

水 道 局 長 濱  伸二 君   会 計 管 理 者 山口 利弘 君 

教 育 次 長 森川 寛子 君   総 務 部 理 事 山口  功 君 

建 設 産 業 部 理 事 中嶋 敏純 君   教 育 委 員 会 理 事 金﨑 良一 君 

総 務 課 長 荒木 秀一 君   情 報 管 理 課 長 堀池 英二 君 

秘 書 広 報 課 長 中村 元則 君   契 約 管 財 課 長 井川 勝信 君 

政 策 企 画 課 長 荒木  隆 君   財 政 課 長 田中 一之 君 

税 務 課 長 山﨑  昇 君   収 納 推 進 課 長 渡部 守史 君 

土 木 管 理 課 長 中尾 盛雄 君   都 市 計 画 課 長 日名子達也 君 

福 祉 課 長 細田 愛二 君   こ ど も 政 策 課 長 村田ゆかり 君 

住 民 環 境 課 長 宮崎 伸之 君   健 康 保 険 課 長 志田 純子 君 

介 護 保 険 課 長 辻田 正行 君   水 道 課 長 山口 新吾 君 

下 水 道 課 長 山崎 禎三 君   教 育 総 務 課 長 宮司 裕子 君 

生 涯 学 習 課 長 青田 浩二 君   農業委員会事務局長 和田  弘 君 

代 表 監 査 委 員 中川 勝秀 君 

 

会議録署名議員 



 ３番 安部  都 議員    ５番 饗庭 敦子 議員 

 

本日の会議に付した案件・・・・・別紙日程のとおり 

 

 開会    ９時３０分 

 散会   １１時２４分  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



平成３０年第３回長与町議会定例会 

議事日程（第１号） 

 
平成３０年 ９月 ４日（火） 
午 前 ９時３０分 開 議  

日程 議案番号 件        名 備 考 

１ ― 会議録署名議員の指名 
 

２ ― 会期の決定 
 

３ ― 議長報告 
 

４ ― 行政報告 
 

５ 報告９ 
平成２９年度決算に基づく健全化判断比率及び資金不足比率の報

告について 
 

６ ４７ 長与町福祉医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例  

７ ４８ 長与中学校体育館改修工事請負契約の締結について  

８ ４９ 平成３０年度長与町一般会計補正予算（第２号）  

９ ５０ 平成３０年度長与町駐車場事業特別会計補正予算(第１号)  

１０ ５１ 平成３０年度長与町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）  

１１ ５２ 平成３０年度長与町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）  

１２ ５３ 平成３０年度長与町介護保険特別会計補正予算（第１号）  

１３ ５４ 
平成３０年度長崎都市計画事業長与町土地区画整理事業特別会計

補正予算（第１号） 
 

１４ ５５ 平成２９年度長与町一般会計歳入歳出決算の認定について  

１５ ５６ 
平成２９年度長与町駐車場事業特別会計歳入歳出決算の認定につ

いて 
 

１６ ５７ 
平成２９年度長与町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて 
 

１７ ５８ 
平成２９年度長与町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定

について 
 

１８ ５９ 
平成２９年度長与町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定につい

て 
 

  



日程 議案番号 件        名 備 考 

１９ ６０ 
平成２９年度長崎都市計画事業長与町土地区画整理事業特別会計

歳入歳出決算の認定について 
 

２０ ６１ 平成２９年度長与町水道事業剰余金の処分及び決算認定について  

２１ ６２ 
平成２９年度長与町下水道事業剰余金の処分及び決算認定につい

て 
 

２２ ６３ 長与町教育委員会委員の任命について  

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

  



平成３０年第３回長与町議会定例会会期日程（案） 

 

◎  会 期  ９月４日（火） ～ ９月２１日（金） １８日間 

 

月 日 曜 時  間 区 分 備       考 

９ 

４ 火 ９：３０ 本会議 

議長報告、行政報告、報告事項 

議案上程（提案理由説明） 

  （全員協議会） 

５ 水 ９：３０ 本会議 

一般質問（５名） 

（午前）金子議員 ・吉岡議員 
    （午後）分部議員 ・岩永議員 

西岡議員 

６ 木 ９：３０ 本会議 

一般質問（５名） 

（午前）浦川議員 ・饗庭議員 

    （午後）堤 議員 ・中村議員 
河野議員 

７ 金 ９：３０ 本会議 

一般質問（２名） 

（午前）安藤議員 ・安部議員 

議案に対する質疑・採決（委員会付託以外の議案） 

議案に対する質疑・付託（委員会付託議案） 

 ８ 土 ― 休 会  

９ 日 ― 休 会  

１０ 月 ９：３０ 委員会 付託案件審査 

１１ 火 ９：３０ 委員会 付託案件審査 

１２ 水 ９：３０ 委員会 付託案件審査 

１３ 木 ９：３０ 委員会 付託案件審査 

１４ 金 ９：３０ 委員会 付託案件審査 

１５ 土 ― 休 会  

１６ 日 ― 休 会  

１７ 月 ― 休 会  

１８ 火 ９：３０ 委員会 付託案件審査 

１９ 水 ９：３０ 委員会 付託案件審査 

２０ 木 ９：３０ 委員会 付託案件審査予備日、委員長報告取りまとめ 

２１ 金 ９：３０ 本会議 委員長報告・採決（委員会付託議案） 



 

◎一般質問通告一覧 

 

５ 
 
 
 

日 

午 
 

前 

金 子   恵    議 員 

① 様々な環境への対応と対策について 

吉 岡  清 彦   議 員 

① 住民福祉部の事業・政策について 

② 健康保険部の事業・政策について 

午 
 

後 

分 部  和 弘   議 員 

① 温暖化傾向における本町の対応について 

岩 永  政 則   議 員 

① 吉田町政スタートから、今日までの経過及び成果並びに今後の方策について 

② 教育行政について 

西 岡  克 之   議 員 

① 本町の教育行政について 

② 人口減少社会について 

③ 給食食材調達について 

６ 
 
 
 

日 

午 
 

前 

浦 川  圭 一   議 員 

① 施政方針で取組むとされた事務事業の実施状況について 

饗 庭  敦 子   議 員 

① 災害に強いまちづくりについて 

② 町の暑さ対策について 

午 
 

後 

堤    理 志   議 員 

① 区画整理事業の変更にともなう各種政策への影響について 

中 村  美 穂   議 員 

① 老人ホーム、介護施設への入所状況について 

② 小中学校のエアコン設置について 

河 野  龍 二   議 員 

① 高田南土地区画整理事業について 

② 小中学校のエアコン設置について 

７ 

日 

午 

前 

安 藤  克 彦   議 員 

① 土曜日開庁について 

② 町職員の採用・再任用について 

安 部   都    議 員 

① 子ども・子育て政策と教育環境の充実について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



○議長（内村博法議員） 

皆さんおはようございます。ただいまから平成３０年第３回長与町議会定例会を開会

いたします。 

これから本日の会議を開催いたします。 

まず日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定により３番安部都議員、５番饗庭敦子

議員を指名いたします。 

次に日程第２、会期の決定の件を議題といたします。 

お諮りします。 

本定例会の会期は本日から９月２１日までの１８日間にしたいと思います。 

御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

異議なしと認めます。 

よって、会期は本日から９月２１日までの１８日間に決定いたしました。 

次に日程第３、議長報告を行います。 

議長報告でありますが、お手元に配付したとおりでありますので、説明を省略いたし

ます。なお、陳情につきましては、お手元に配付した請願陳情文書表のとおり１件で、

参考配付といたしております。これで議長報告を終わります。 

次に日程第４、行政報告を行います。行政報告の発言を許します。 

吉田町長。 

○町長（吉田愼一君） 

改めまして皆さんおはようございます。朝夕はすっかり涼しくなりつつあります。秋

めく気配も感じるようになりましたけども、日中はまだまだ暑い日が続いております。

議員各位におかれましては、くれぐれも健康にご留意をされご自愛いただきたいとこの

ように思います。先日開催いたしました町民ソフトボール大会におきましては、多くの

議員の皆さま方に御臨席賜り心より感謝を申し上げます。また、７月に西日本を中心に

発生いたしました豪雨におきましては、本町にも大雨特別警報が発令されたほか各地に

甚大な被害が発生をいたしました。犠牲となられた方々に深く哀悼の意を表しますとと

もに、被災された皆様に対し衷心よりお見舞いを申し上げたいと思っております。また、

長与町の行政区域にありますクリーンパーク長与における焼却飛灰のダイオキシン類の

濃度につきましては、定期的に成分検査を行っており、値につきましては基準値内であ

るとの報告を受けております。今後も引き続き安全には細心の注意を払い安定稼働を行

うよう申し入れを行ってまいります。 

さて、平成３０年第３回長与町議会定例会をお願いいたしましたところ、議員におか

れましては御多用の中にご臨席を賜り厚く御礼を申し上げます。本日から開会をしてい

ただくわけでございますが、本議会におきましても平成２９年度一般会計をはじめ、各



会計の歳入歳出決算の認定についてなど多くの議案をお願いいたしております。長期間

になろうかと思いますけれども、御審議のほど賜りますようよろしくお願いを申し上げ

たいと思っております。 

それでは６月から８月にかけましての行政報告をさせていただきます。お手元に資料

を配付させていただいておりますので、主要な部分だけ御報告をさせていただきます。 

まず６月でございます。１日に長与町防災会議を開催いたしました。関係各機関、団

体からも御出席をいただき今後の本町の防災計画について御審議を賜り、今年の防災対

策についての協議をさせていただいたところでございます。近年、集中豪雨や地震によ

る自然災害が全国各地で発生しております。本町でも不測の事態に備え災害発生時の物

質支援協定や応援協定など１２か所の事業所、市、町と締結をいたしまして、また、西

彼杵医師会と災害発生時の在宅療養者に対する緊急対応につきまして協定を締結してい

るところでございます。また、毎年７月には消防団夏季訓練を実施するなど災害に強い

まちづくりを目指して今後とも取り組んでまいります。３日には町民一斉清掃を実施い

たしました。町内全域でおおよそ１万人の皆様に御協力をいただき、道路や公園、空き

地などの除草や側溝の清掃などで約１１７トンの草木や瓦礫等を回収しております。御

協力いただきました町民の皆さん方には深く感謝申し上げたいと思っております。７月

に入りまして、２６日には長与町町制施行５０周年記念事業実行委員会を開催しており

ます。本町は昭和４４年１月１日に町制を施行し、平成３１年１月１日に５０周年を迎

えます。５０年という節目の年を記憶に残る１年とするために記念事業等の協議検討を

行うもので、町制施行５０周年のシンボルとしてロゴマーク及びキャッチフレーズを決

定をいたしました。今後、広報ながよ９月号でお知らせするとともに、様々な場面で広

く活用することで５０周年へ向けての気運を高めてまいりたいと考えております。８月

に入りまして、９日の長崎原爆の日には原爆犠牲者の慰霊と恒久平和を願うために本町

におきましては例年実施しております原爆受難者慰霊祭と平和の集いを執り行いました。

８月６日には、平和コンサートｉｎながよなど各種平和事業を開催しましたが、平和の

尊さや戦争の惨禍の記憶を風化させることがないよう今後も長与町から平和への思いを

発信をしてまいります。また、お忙しい中に多くの議員の皆さま方には御臨席賜り心よ

り御礼を申し上げる次第でございます。１９日には長与川まつりを開催いたしました。

午前中には川の恵みへの感謝と町民の安全と繁栄を祈願する神事を執り行い、その後、

自治会や関係団体の御協力により長与川の清掃活動を実施をいたしました。夕方からは

町内外から多くの皆様に御来場いただき、ステージイベントや夜店、打ち上げ花火など

を夏の夜のひとときを楽しく過ごしていただきました。この日は多くの方々に御協力を

賜り、心より感謝申し上げる次第でございます。２８日には、高田南土地区画整理事業

の整備促進について国土交通省へ要望を行っております。また、行政報告の６月１５日

に記載しておりますまちづくりの景観を考える全国大会におきまして、長与町榎の鼻土

地区画整理事業が魅力あるまちづくりの推進に努め、特に著しい功績のあった団体とし



て国土交通大臣表彰を受賞されております。コンパクトで機能的なまちづくりが評価さ

れており、長与町のまちづくりにおきましても大変喜ばしい限りでございます。その他

行政報告には載せておりませんが、高田郷にお住まいで長崎日大高校に在学されており

ます桂嵐斗選手が全国高等学校総合体育大会の柔道男子６６キログラムにおきまして、

優勝をされております。若い高校生の活躍は本当に本町にとりまして誠に誇らしく喜ば

しい限りであり、今後の活躍に期待するところでございます。そのほか、お手元に配付

のとおり多くの会議、事業等があっております。次に載せております５,０００万円未

満の入札結果とあわせて御参照いただければと存じます。以上でございます。 

○議長（内村博法議員） 

以上で行政報告を終わります。次に日程第５、報告９平成２９年度決算に基づく健全

化判断比率及び資金不足比率の報告についての発言を許可いたします。 

吉田町長。 

○町長（吉田愼一君） 

今御案内ありました報告９につきましては、所管をしております企画財政部長より報

告をさせていただきます。 

○議長（内村博法議員） 

久保平企画財政部長。 

○企画財政部長（久保平敏弘君） 

皆様おはようございます。それでは御報告申し上げます。報告９平成２９年度決算に

基づく健全化判断比率及び資金不足比率につきまして、地方公共団体の財政の健全化に

関する法律第３条第１項及び第２２条第１項の規定により、監査委員の意見を付けて報

告いたします。１、健全化判断比率において実質赤字比率と連結実質赤字比率では比率

が算出されず、実質公債費比率は６.９％、将来負担比率が２１.４％という結果でござ

いました。いずれも早期財政化基準及び財政再生基準を下回っております。また、２、

資金不足比率では、水道事業会計、下水道事業会計及び長崎都市計画事業長与町土地区

画整理事業特別会計の３つの会計で、いずれも実質赤字に相当する資金の不足額がなく

資金不足比率は算出されておりません。以上御報告申し上げます。 

○議長（内村博法議員） 

日程第６、議案第４７号長与町福祉医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例、

日程第７、議案第４８号長与中学校体育館改修工事請負契約の締結についてを一括議題

といたします。ただいま一括議題としてます議案について、提案理由の説明を求めます。 

吉田町長。 

○町長（吉田愼一君） 

それでは議案第４７号及び第４８号につきまして、提案理由の御説明を申し上げます。

はじめに議案第４７号長与町福祉医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例につ

きまして、本議案は子育て世代の経済的負担の軽減を図るため、福祉医療費の支給対象



を中学生の通院費まで拡大し、所要の改正を行うものでございます。第５条第２号にお

きまして、こどものうち中学校に就学しているものを削除し、通院による医療給付を受

けたときの支給の制限を解除するものでございます。附則では施行日を平成３０年１０

月１日とし、施行日前の診療に係る医療費につきまして経過措置を定めております。 

続きまして、議案第４８号長与中学校体育館改修工事請負契約の締結につきまして、

本請負契約は長与中学校体育館の改修工事を行うものでございます。契約金額は８,１

６２万９,６４０円となっており、契約の相手方は長崎市岡町９番１号、株式会社谷川

建設代表取締役谷川喜一、資本金１億円となっております。契約の方法は指名競争入札

で、８月３日に指名業者１６社による入札を行っております。工事の主な内容といたし

ましては、屋根の防水工事と外壁改修工事、また、水銀灯照明取替工事を計画しており

ます。なお、別紙参考図面として配置図、東側、南側の立面図を添付しておりますので、

御参照いただきたいと存じます。工期につきましては、平成３１年１月３１日までを予

定しております。以上、本工事請負契約を締結いたしたく、地方自治法第９６条第１項

第５号及び議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第２条の規

定によりまして、議会の議決をお願いするものでございます。以上が議案第４７号及び

第４８号の提案理由でございます。御審議のほどよろしくお願い申し上げます。 

○議長（内村博法議員） 

次に日程第８、議案第４９号平成３０年度長与町一般会計補正予算（第２号）。日程

第９、議案第５０号平成３０年度長与町駐車場事業特別会計補正予算（第１号）。日程

第１０、議案第５１号平成３０年度長与町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）。

日程第１１、議案第５２号平成３０年度長与町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１

号）。日程第１２、議案第５３号平成３０年度長与町介護保険特別会計補正予算（第１

号）。日程第１３、議案第５４号平成３０年度長崎都市計画事業長与町土地区画整理事

業特別会計補正予算（第１号）を一括議題といたします。 

ただいま一括議題としてます議案について、提案理由の説明を求めます。 

吉田町長。 

○町長（吉田愼一君） 

ただ今一括提案となりました、議案第４９号から第５４号につきまして、提案理由の

御説明を申し上げます。はじめに議案第４９号平成３０年度長与町一般会計補正予算

（第２号）につきまして、予算書の１ページをお開きください。今回の補正は、歳入歳

出それぞれ１億７４７万７,０００円を追加いたしまして、補正後の総額を１２４億２,

６７４万４,０００円とするものでございます。補正の主な内容につきまして２ページ

からの第１表歳入歳出予算補正により御説明をいたします。歳入の９款１項地方交付税

は、平成３０年度普通交付税確定に伴う予算未計上分を計上をいたしました。１３款国

庫支出金２項国庫補助金では、住宅・建築物耐震改修事業補助金の追加分を計上、１４

款県支出金では、２項県補助金において長崎県災害関連地域防災がけ崩れ対策事業費補



助金等を計上。３項委託金では、統合型校務支援システム導入実証研究委託金を計上い

たしました。１７款繰入金では、１項特別会計繰入金において前年度決算額確定による

駐車場事業特別会計及び後期高齢者医療特別会計からの繰入金を計上。２項基金繰入金

では、財政調整基金への繰り戻しを行っております。１９款諸収入５項雑入では、消防

団員安全装備品整備等助成金及び緑と水の森林ファンド事業助成金を計上。２０款町債

では、災害関係事業への充当起債及び発行可能額が決定した臨時財政対策債を増額計上

いたしております。続きまして、３ページの歳出について主なものを御説明いたします。

２款総務費では、町制施行５０周年イメージキャラクター商品等製作委託料及びふるさ

と納税に係る返礼品発送等業務委託料を計上しております。３款民生費では、現行の子

ども医療費に中学生の通院まで対象を拡大するための医療費増額分を計上いたしました。

６款農林水産業費では、岡地区における農業農村整備事業負担金を計上。８款土木費で

は、７月の豪雨災害により三根郷、丸田郷で発生したがけ崩れに対する対策工事費等を

計上。また、長崎県が実施する市街化区域と市街化調整区域の線引きの定期見直しに伴

い、本町としての土地利用の素案を作成するための業務委託料等を計上いたしました。

１０款教育費では、ブロック塀の安全対策や台風、豪雨による想定外の修繕等に対応す

るための増額補正。また、準要保護児童生徒に係る新入学用品等を入学前に支給するた

めの経費を計上。そして教職員の負担軽減のために長崎県が導入する統合型校務支援シ

ステムの実証研究事業に係る経費を計上いたしました。１１款災害復旧費では、台風７

号等により道路、河川、公園で発生した小規模災害に対する復旧工事費を計上いたしま

した。４ページの第２表債務負担行為では、平成３１年度に実施を予定しております長

与町町制施行５０周年記念全国放送公開番組誘致事業の限度額をお願いをいたしており

ます。５ページの第３表地方債補正では、臨時財政対策債の限度額変更及び公共土木施

設災害復旧事業並びにがけ崩れ対策事業の限度額の追加をお願いいたしております。 

以上が補正予算の主な内容でございます。なお、議案の後に補正予算（第２号）に関

する説明書を添付いたしておりますので御参照願います。 

次に議案第５０号平成３０年度長与町駐車場事業特別会計補正予算（第１号）につき

まして、予算書の１ページをお開きください。今回の補正は、歳入歳出それぞれ１９９

万５,０００円を追加いたしまして、補正後の予算の総額を歳入歳出それぞれ９９０万

６,０００円とするものでございます。はじめに歳入につきまして御説明いたします。

予算書の２ページをお開きください。２款繰越金１項繰越金は、平成２９年度の駐車場

事業特別会計決算における剰余金１９９万５,０００円を計上いたしております。次に

歳出につきまして御説明いたします。３ページをお開きください。１款総務費２項繰出

金でございますが、一般会計繰出金１９９万５,０００円を計上いたしております。 

以上が補正予算の主な内容でございます。なお、議案の後に補正予算（第１号）に関

する説明書を添付いたしておりますので御参照願います。 

続きまして、議案第５１号平成３０年度長与町国民健康保険特別会計補正予算（第１



号）につきまして、予算書の１ページをお開きください。今回の補正は歳入歳出それぞ

れ３,１２５万９,０００円を追加し、補正後の予算の総額を４０億２,４１５万１,００

０円とするものでございます。はじめに歳入につきまして御説明をいたします。予算書

の２ページをお開きください。６款１項繰越金は、平成２９年度決算に伴う繰越額が確

定しましたので、３,１２５万９,０００円を増額計上いたしております。次に歳出につ

きまして御説明いたします。３ページをお開きください。１款１項総務管理費は、法改

正に伴いシステム改修が必要となりましたので２７万円を増額計上いたしております。

５款１項基金積立金は、平成２９年度決算に伴う繰越金の一部を積み立てるもので１,

９６０万４,０００円を増額計上いたしております。７款１項償還金及び還付加算金は、

返還額の確定により１,１３８万５,０００円を増額計上いたしております。 

以上が補正予算の内容でございます。なお、議案の後に補正予算（第１号）に関する

説明書を添付いたしておりますので、御参照を願います。 

続きまして、議案第５２号平成３０年度長与町後期高齢者医療特別会計補正予算（第

１号）につきまして、予算書の１ページをお開きください。今回の補正は、歳入歳出そ

れぞれ１６１万３,０００円を追加し、補正後の予算の総額を４億９,７２５万３,００

０円とするものでございます。はじめに歳入につきまして御説明いたします。予算書の

２ページをお開きください。４款１項繰越金では、平成２９年度決算に伴う繰越額が確

定しましたので１６１万３,０００円を増額計上いたしております。次に歳出につきま

して御説明いたします。３ページをお開きください。２款１項後期高齢者医療広域連合

納付金は、平成２９年度から繰り越した保険料の確定に伴う納付金として１５７万９,

０００円を増額計上しております。３款２項繰出金は、平成２９年度決算に伴う繰越金

から広域連合納付金を差し引いた額を一般会計に繰り出すもので３万４,０００円を増

額計上いたしております。以上が補正予算の主な内容でございます。なお、議案の後に

補正予算（第１号）に関する説明書を添付いたしておりますので御参照願います。 

次に議案第５３号平成３０年度長与町介護保険特別会計補正予算（第１号）につきま

して、予算書の１ページをお開きください。今回の補正、保険事業勘定では、既定の予

算総額に歳入歳出それぞれ３億１,１１２万５,０００円を追加いたしまして、補正後の

総額を３１億８,６７４万２,０００円、介護サービス事業勘定では、既定の予算総額に

歳入歳出それぞれ４６３万２,０００円を追加いたしまして、補正後の総額を３,１４６

万６,０００円とするものでございます。補正の主な内容につきましては、２ページか

らの第１表歳入歳出予算補正により御説明をいたします。保険事業勘定の歳入につきま

して、４款１項支払基金交付金では、平成２９年度の実績による介護給付費及び地域支

援事業に対する社会保険診療報酬支払基金からの追加交付分を計上いたしております。

８款１項繰越金では、前年度の決算に伴う繰越額が確定いたしましたので計上いたして

おります。続きまして３ページの歳出について説明をいたします。６款諸支出金１項償

還金及び還付加算金では、平成２９年度の実績による介護給付費、地域支援事業に対す



る国及び県の負担金、交付金の額が確定し、返還金が生じましたのでそれで計上いたし

ております。７款１項予備費では、歳入の補正額から６款の補正額を差し引きました金

額を予備費に追加するものでございます。次に４ページをお開きください。介護サービ

ス事業勘定の歳入につきまして、２款１項繰越金では、前年度の決算に伴う繰越額が確

定いたしましたので計上いたしております。続きまして５ページの歳出について説明い

たします。１款事業費２項介護予防日常生活支援総合事業費は、介護予防ケアマネジメ

ント作成に係る委託料を計上いたしました。２款１項予備費では、２９年度実質収支か

ら先程の１款２項分を差し引いた金額を新たに予備費として計上するものでございます。 

以上が補正予算の主な内容でございます。なお、議案の後に補正予算（第１号）に関

する説明書を添付いたしておりますので御参照願います。 

続きまして、議案第５４号平成３０年度長崎都市計画事業長与町土地区画整理事業特

別会計補正予算（第１号）につきまして、予算書の１ページをお開きください。今回の

補正は歳入歳出それぞれ４３７万５,０００円を追加いたしまして、補正後の総額を７

億８,４５２万８,０００円とするものでございます。はじめに歳入について御説明をい

たします。予算書２ページをお開きください。４款１項繰越金４３７万５,０００円は、

前年度決算に伴う繰越金を計上いたしております。次に歳出について御説明いたします。

３ページをお開きください。１款１項都市計画費４３７万５,０００円は、歳入で御説

明いたしました前年度決算に伴う繰越金を高田南土地区画整理事業における県への委託

金として支出するものでございます。以上が補正予算の主な内容でございます。なお、

議案の後に補正予算（第１号）に関する説明書を添付しておりますので御参照願います。 

以上が議案第４９号から第５４号までの主な内容でございます。 

御審議のほどよろしくお願い申し上げます。 

○議長（内村博法議員） 

次に日程第１４、議案第５５号平成２９年度長与町一般会計歳入歳出決算の認定につ

いて。日程第１５、議案第５６号平成２９年度長与町駐車場事業特別会計歳入歳出決算

の認定について。日程第１６、議案第５７号平成２９年度長与町国民健康保険特別会計

歳入歳出決算の認定について。日程第１７、議案第５８号平成２９年度長与町後期高齢

者医療特別会計歳入歳出決算の認定について。日程第１８、議案第５９号平成２９年度

長与町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について。日程第１９、議案第６０号平成

２９年度長崎都市計画事業長与町土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算の認定につい

てを一括議題といたします。 

ただいま一括議題としてます議案について、提案理由の説明を求めます。 

吉田町長。 

○町長（吉田愼一君） 

ただいま一括上程していただきました議案第５５号から議案第６０号までの６議案に

つきましては、私に代わりまして会計管理者より説明をさせていただきます。 



○議長（内村博法議員） 

山口会計管理者。 

○会計管理者（山口利弘君） 

皆様おはようございます。ただいま一括上程していただきました議案第５５号から第

６０号までの６議案につきまして、町長に代わり提案理由の御説明を申し上げます。各

議案とも地方自治法第２３３条第３項の規定により、監査委員の決算審査意見書をつけ

まして、議会の認定に付するものでございます。 

それでは、まず議案第５５号平成２９年度長与町一般会計歳入歳出決算の認定につい

て御説明申し上げます。決算書の１、２ページをお開きください。歳入でございますが、

１款町税は、調定額４７億７,１２５万３,１５８円に対し収入済額４６億４,１１８万

３,４８９円、不納欠損額は４６４万６,４８５円で、収入未済額は１億２,５４２万３,

１８４円でございます。なお、町税の収入済額は、前年度比金額で６,１５９万２,３０

２円、率にして１.３％の増となっております。主な項でございますが、１項町民税は、

調定額２５億２，８８９万６,５３５円に対し収入済額２４億６,２７５万８,８１８円、

不納欠損額は３３５万４,７８５円で、収入未済額は６,２７８万２,９３２円でござい

ます。２項固定資産税は、調定額１５億９,２８４万９,９３７円に対し収入済額１５億

４,００３万３７１円、不納欠損額は８３万９,４９５円で、収入未済額は５,１９８万

７１円でございます。３項軽自動車税は、調定額１億４５５万８,５３３円に対し収入

済額１億３２０万３,８８４円、不納欠損額は３０万１,０００円で、収入未済額は１０

５万３,６４９円でございます。４項町たばこ税及び６項入湯税につきましては調定額

と収入済額は同額となっております。７項都市計画税は、調定額３億１,３７８万２,９

６４円に対し収入済額３億４０２万５,２２７円、不納欠損額は１５万１,２０５円で、

収入未済額は９６０万６,５３２円でございます。２款から１０款までは調定額と収入

済額は同額となっております。２款地方譲与税は９,９４７万８,０００円、３款利子割

交付金は１,０９２万円、４款配当割交付金は１,９７３万７,０００円、５款株式等譲

渡所得割交付金は２,０３２万４,０００円、６款地方消費税交付金は６億４,８３７万

９,０００円、７款自動車取得税交付金は１,８９６万２,０００円となっております。

次ページをお開きください。８款地方特例交付金は３,０４２万９,０００円、９款地方

交付税は２０億１,６９２万８,０００円、１０款交通安全対策特別交付金は５１５万４,

０００円となっております。１１款分担金及び負担金は、調定額２億９,３２７万７,０

９２円に対し収入済額２億８,５４４万５,１６５円、不納欠損額は１４万５,０００円

で、収入未済額の７６８万６,９２７円は民生費負担金の保育料分でございます。１２

款使用料及び手数料は、調定額２億６５６万９,１４５円に対し収入済額は１億９,３３

０万５,７７３円で、収入未済額の１,３２６万３,３７２円は町営住宅使用料が主な未

済額でございます。１３款国庫支出金は、調定額１９億９,８０２万６,１５２円に対し

収入済額は１９億６,４２２万３,１５２円で、収入未済額の３,３８０万３,０００円は、



西高田線街路事業の繰越明許費に係る財源分でございます。１４款県支出金は、調定額

及び収入済額が同額の９億４,１０２万３,７６３円となっております。５、６ページを

お開きください。１５款から１８款までは調定額及び収入済額は同額となっております。

１５款財産収入は８６０万１,６５３円で主な収入は土地貸付収入でございます。１６

款寄附金は９,６０５万８,７１６円で、ふるさと長与応援寄附金が主な収入でございま

す。１７款繰入金は４億７０２万４８９円で、昨年度とほぼ同額となっており、財政調

整基金及び地域福祉ボランティア基金からの繰り入れが主な収入でございます。１８款

繰越金は４億５,２７７万４,５４４円でございます。１９款諸収入は、調定額１億５,

９９０万６,８５９円に対し収入済額は１億５,７２１万８,７９９円で、収入未済額の

２６８万８,０６０円は貸付金元利収入の災害援護資金貸付金元利回収金でございます。

２０款町債は、調定額及び収入額が同額の１０億５,９９３万３,０００円となっており

ます。以上、歳入合計は調定額１３２億６,４７５万５,５７１円に対し収入済額１３０

億７,７０９万９,５４３円となり、不納欠損額４７９万１,４８５円で、収入未済額は

１億８,２８６万４,５４３円でございます。なお、収入済額は前年度と比較しまして、

金額で７,２４４万６,０２３円、率にして０.５％の減となっております。 

７、８ページをお開きください。次に歳出でございますが、款ごとの支出済額につき

まして前年度に対する増減の主な要因等を御説明いたします。１款議会費１億３,４５

８万７,３４０円は前年度比１.１％の減となっておりますが、議員共済会給付費負担金

の減額が主な要因でございます。２款総務費１２億２,７８９万７３４円は前年度比０.

４％の増となっておりますが、ふるさと納税の返礼品及びその送料の増額が主な要因で

ございます。３款民生費５０億４,０７６万４,７１７円は前年度比２.３％の増となっ

ておりますが、障害者福祉費の自立支援給付費や障害児通所給付費など扶助費の増額が

主な要因でございます。４款衛生費９億３,３５２万８,７４２円は前年度比３.７％の

増となっておりますが、保健衛生費のコンポスト跡地にかかる調査業務などの委託料及

び環境排水対策等の工事請負費の増額が主な要因でございます。５款労働費３,２８３

万５,２６０円は前年度とほぼ同額となっております。６款農林水産業費１億９,２７８

万３,７７９円は前年度比５.２％の減となっておりますが、農業振興費に係る工事請負

費の減額が主な要因でございます。９、１０ページをお開きください。７款商工費６,

２６１万８,９４５円は前年度とほぼ同額となっております。８款土木費１８億２,３７

５万３,０９５円は前年度比７.２％の増となっておりますが、土地区画整理費の繰出金

など増額が主な要因でございます。なお、翌年度繰越額３億５,１２８万５,０００円は、

道路橋りょう維持事業及び長与町土地区画整理事業特別会計繰出金並びに西高田線街路

事業に関わるものでございます。９款消防費３億８,２５６万８,１６７円は前年度比４

８％の減となっておりますが、消防施設費の工事請負費の減額が主な要因でございます。

１０款教育費１１億１,５６２万７,７３０円は前年度比６.５％の減となっております

が、中学校費の工事請負費の減額が主な要因でございます。１１、１２ページをお開き



ください。１１款災害復旧費７３万１,５７４円は前年度比８９.７％の減となっており

ますが、道路等災害復旧費の減額が主な要因でございます。１２款公債費１３億７,２

６０万４,８５４円は前年度比７.８％の増となっておりますが、元金償還金の増額によ

るものでございます。１３款諸支出金３１１万１,６３５円は前年度に比べ３０９万円

ほどの増となっておりますが、土地開発基金積立金の増額によるものでございます。 

以上、歳出合計は予算現額１３１億１,９８０万８,０００円に対し支出済額１２３億

２,３４０万６,５７２円となり、翌年度繰越額３億５,１２８万５,０００円で、不用額

は４億４,５１１万６,４２８円でございます。なお、支出済額は前年度比で金額にして

７,３３６万４,４５０円、率にして０.６％の減となっております。 

１８６ページをお開きください。実質収支に関する調書でございますが、歳入総額１

３０億７,７０９万９,０００円、歳出総額１２３億２,３４０万７,０００円で、歳入歳

出差引額７億５,３６９万２,０００円となり、翌年度へ繰り越すべき財源の繰越明許費

繰越額は１億１,８９８万２,０００円で、実質収支額は６億３,４７１万円でございま

す。このうち地方自治法第２３３条の２の規定による基金繰入額は３億３,０００万円

といたしております。１８７ページ以降には、財産に関する調書を掲載しておりますの

で、御参照を賜りたいと存じます。以上が一般会計の決算でございます。 

次に議案第５６号平成２９年度長与町駐車場事業特別会計歳入歳出決算の認定につい

て御説明申し上げます。決算書の１、２ページをお開きください。歳入でございますが、

主な収入済額は、１款使用料及び手数料８０８万３,８２０円、２款繰越金１８１万５,

６２０円で収入合計は調定額９９４万４,５２２円に対し収入済額９８９万９,４８２円

で、収入未済額は４万５,０４０円でございます。なお、収入済額は前年度比３.５％の

増となっております。３、４ページをお開きください。歳出でございますが、予算現額

８８５万１,０００円に対し支出済額７９０万３,３８３円、不用額９４万７,６１７円

となり歳出合計額は前年度比２％の増となっております。１０ページをお開きください。

実質収支に関する調書でございますが、実質収支額は１９９万６,０００円となってお

ります。 

続きまして、議案第５７号平成２９年度長与町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の

認定について御説明申し上げます。決算書の１、２ページをお開きください。歳入でご

ざいますが、１款国民健康保険税は、調定額１１億８１０万３,５９９円に対し収入済

額９億２９２万２,８８４円、不納欠損額は５８６万８,４９９円で、収入未済額は１億

９,９３１万２,２１６円でございます。２款以降主な収入済額でございますが、３款国

庫支出金１０億４,７３６万７,０８５円、４款療養給付費交付金４,８４４万２,０００

円、５款前期高齢者交付金１２億４,２７９万７,２５２円、６款県支出金２億４,０１

７万７,５１２円、７款共同事業交付金９億９,３８３万９,７２９円、９款繰入金２億

４,０８０万６,４２９円でございます。３、４ページをお開きください。収入合計は、

調定額４９億３,０５４万４,４３８円に対し収入済額４７億２,５１４万２,５２７円、



不納欠損額は５８６万８,４９９円で、収入未済額は１億９,９５３万３,４１２円でご

ざいます。なお、収入済額は前年度比０.３％の増となっております。 

５、６ページをお開きください。歳出でございますが、主な支出済額といたしまして

は、２款保険給付費２８億４４０万４,２４４円、３款後期高齢者支援金４億８,８９６

万７,０３５円、６款介護納付金１億８,４６９万１,０８２円、７款共同事業拠出金１

０億５,８１１万４,６６２円でございます。７、８ページをお開きください。歳出合計

は、予算現額４７億４,５７６万円に対し支出済額４６億５,８８８万１,５６４円とな

り、不用額は８,６８７万８,４３６円でございます。なお、支出済額は前年度比１％の

減となっております。 

３６ページをお開きください。実質収支に関する調書でございますが、実質収支額は

６,６２６万円でございます。このうち地方自治法第２３３条の２の規定による基金繰

入額は３,５００万円といたしております。３７ページをお開きください。財産に関す

る調書の基金でございますが、今年度は１５万円を積み立てております。 

続きまして、議案第５８号平成２９年度長与町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算

の認定について御説明申し上げます。決算書の１、２ページをお開きください。歳入で

ございますが、１款後期高齢者医療保険料は、調定額３億８,００２万１,３００円に対

し収入済額３億７,８９８万７,９００円、不納欠損額は２０万２,７００円で、収入未

済額は８３万７００円でございます。その他の主な収入済額でございますが、３款繰入

金８,６９６万７,７３３円でございます。歳入合計は、調定額４億６,８００万３,０５

５円に対し収入済額４億６,６９６万９,６５５円となり、不納欠損額２０万２,７００

円で、収入未済額は８３万７００円でございます。なお、収入済額は前年度比５％の増

となっております。３、４ページをお開きください。歳出でございますが、主な支出済

額は、２款後期高齢者医療広域連合納付金４億６,１９５万１,０４３円でございます。

歳出合計は、予算現額４億７,１８３万３,０００円に対し支出済額４億６,５３５万５,

２２５円、不用額は６４７万７,７７５円でございます。なお、支出済額は前年度比４.

８％の増となっております。１４ページをお開きください。実質収支に関する調書でご

ざいますが、実質収支額は１６１万４,０００円でございます。 

次に議案第５９号平成２９年度長与町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について

御説明申し上げます。決算書の１、２ページをお開きください。保険事業勘定の歳入で

ございますが、１款保険料は、調定額７億２,３０７万７,６００円に対し収入済額７億

１,１７２万９,５１３円、不納欠損額は７４万８,９００円で、収入未済額は１,０５９

万９,１８７円でございます。その他の主な収入済額でございますが、３款国庫支出金

５億５,４６９万５,８５０円、４款支払基金交付金６億７,４８７万５,６６９円、５款

県支出金３億４,８２６万１,４５６円、７款繰入金３億７,２５６万２,３２２円でござ

います。３、４ページをお開きください。歳入合計は、調定額２８億９,０５０万９,９

４６円に対し収入済額２８億７,９１６万１,８５９円、不納欠損額は７４万８,９００



円で、収入未済額は１,０５９万９,１８７円でございます。なお、収入済額は前年度比

０.４％の増となっております。 

５、６ページをお開きください。歳出でございますが、主な支出済額は１款総務費４,

４２５万４,８３０円、２款保険給付費２３億２,５６４万７,２９３円、３款地域支援

事業費１億５,８８１万７,１９８円、６款諸支出金４,００３万３,８２７円でございま

す。７、８ページをお開きください。歳出合計は、予算現額３３億６,９３７万８,００

０円に対し支出済額２５億６,８７５万４,６３４円、不用額は８億６２万３,３６６円

でございます。なお、支出済額は、地域支援事業費の介護予防・生活支援サービス事業

の増額により、前年度比３.５％の増となっております。 

９、１０ページをお開きください。介護サービス事業勘定の歳入でございますが、主

な収入済額は１款サービス収入２,５５０万６,２００円でございます。歳入合計は、調

定額収入済額ともに同額の３,８３５万８,２３８円でございます。なお、収入済額は主

にサービス収入増額により前年度比９.９％の増となっております。 

１１、１２ページをお開きください。歳出でございますが、支出済額は、１款事業費

２,３２９万７,０５１円、２款諸支出金１,０４２万７,２８１円でございます。歳出合

計は予算現額３,６５８万８,０００円に対し支出済額３,３７２万４,３３２円、不用額

は２８６万３,６６８円でございます。なお、支出済額は繰出金の増額により、前年度

比５２.９％の増となっております。 

４８ページをお開きください。実質収支に関する調書でございますが、実質収支額は、

保険事業勘定では３億１,０４０万７,０００円、介護サービス事業勘定では４６３万３,

０００円でございます。４９ページをお開きください。財産に関する調書の基金でござ

いますが、今年度は１億６,９３５万３,０００円を積み立てております。 

最後に議案第６０号平成２９年度長崎都市計画事業長与町土地区画整理事業特別会計

歳入歳出決算の認定について御説明申し上げます。決算書の１、２ページをお開きくだ

さい。歳入でございますが、主な歳入といたしましては、１款国庫支出金は、調定額４

億２,７４５万８,０００円に対し収入済額３億３３８万７,０００円で、収入未済額は

１億２,４０７万１,０００円でございます。２款県支出金は、調定額７,９３４万６,０

００円に対し収入済額５,６８３万円で、収入未済額は２,２５１万６,０００円でござ

います。３款繰入金は、調定額８億６,１８５万４,０００円に対し収入済額５億８,９

２８万１,０００円で、収入未済額は２億７,２５７万３,０００円でございます。４款

繰越金、５款諸収入は調定額収入済額とも同額となっております。歳入合計は、調定額

１３億８,９４２万５,８４６円に対し収入済額９億７,０２６万５,８４６円で、収入未

済額は４億１,９１６万円でございます。なお、収入済額は主に国庫支出金の増額によ

り前年度比２１.６％の増となっております。３、４ページをお開きください。歳出で

ございますが、支出済額は１款土木費８億７,８４７万７,６８３円、２款公債費８,５

４１万３,１０６円でございます。歳出合計は予算現額１３億８,９４２万８,０００円



に対し支出済額９億６,３８９万７８９円となり、翌年度繰越額４億１,９１６万円で、

不用額は６３７万７,２１１円でございます。なお、支出済額は都市計画費の増額によ

り前年度比２１.６％の増となっております。１４ページをお開きください。実質収支

に関する調書でございますが、歳入総額９億７,０２６万５,０００円、歳出総額９億６,

３８９万円、実質収支額は６３７万５,０００円でございます。 

大変長くなりましたが以上が議案第５５号から第６０号までの各会計の歳入歳出決算

の説明でございます。詳細につきましては、歳入歳出決算事項別明細書、また、主要な

施策の成果に関する報告書を添付いたしておりますので、御参照賜りたいと存じます。

御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（内村博法議員） 

場内の時計で１０時４５分まで休憩いたします。 

 （休憩 １０時３０分～１０時４５分） 

○議長（内村博法議員） 

休憩を閉じて会議を再開いたします。次に代表監査委員に決算審査の報告を求めます。 

中川代表監査委員。 

○代表監査委員（中川勝秀君） 

皆さんおはようございます。大変お疲れ様です。監査委員の中川です。よろしくお願

いをします。それでは、議長から許可をいただきましたので、地方自治法第２３３条第

２項及び第２４１条第５項の規定により、平成２９年度長与町一般会計及び各特別会計

の歳入歳出決算並びに基金について審査した結果を報告いたします。 

意見書の１ページをお開きください。審査の対象として、平成２９年度の長与町一般

会計、駐車場事業特別会計、国民健康保険特別会計、後期高齢者医療特別会計、介護保

険特別会計、長崎都市計画事業長与町土地区画整理事業特別会計の歳入歳出決算と基金

の運用状況について実施いたしました。 

審査の期間は、平成３０年７月１０日から８月３日まで行いました。 

審査の方法は、町長から提出された各会計の歳入歳出決算書、歳入歳出決算事項別明

細書、実質収支に関する調書、財産に関する調書及び各基金の運用状況を示す書類につ

いて、会計管理者、各部長、各理事、各課長、関係職員の出席を求め説明を聴取し、関

係法令に準拠し調製されているか、財政運営は健全か、財産の管理運営は適正であるか、

さらに予算が適正かつ効率的に執行されているかなどに主眼を置き、関係帳簿及び証拠

書類との照合など、通常実施すべき書類審査方法のほか、現地調査、備品調査も実施し、

慎重に審査を行いました。提出された資料の計数審査の結果、一般会計及び特別会計決

算は、関係法令に準拠し作成され、決算計数は、関係諸帳簿と証拠書類とを照合した結

果、誤りの無いものと認めました。 

各基金の運用状況を示す書類の計数についても、関係諸帳簿と証拠書類は符合してお

り、誤り無いものと認めました。各会計と基金、町債の詳細につきましては、２ページ



から２２ページに記載していますのでご参照ください。 

３５ページをお開きください。意見書の「むすび」欄はポイントだけを説明させてい

ただきます。一般会計及び特別会計は２、３ページのとおり、いずれの会計も形式収支

は黒字決算となっています。歳入額を自主財源と依存財源に仕分けると６ページのとお

りで、自主財源が約６２億４，０００万円、構成比では４７．８％で前年度比約２億９，

０００万円増加している。これは町税、負担金、使用料、寄附金、繰越金、諸収入のそ

れぞれの増加によるものである。一方、歳出額を義務的支出、投資的支出、その他に仕

分けると８ページのとおりで、義務的支出が約５９億円、構成比４７．９％で前年度比

約２億１，４００万円の増となった。これは扶助費の前年度比約８，８００万円の伸び

と公債費、人件費の増が主な要因である。 

また、財政指数の推移は５ページのとおりで、将来負担比率が前年度比５．１ポイン

ト下がり２１．４％になり少し好転しました。この比率は自治体の借金残高を見る指標

でもある、早期健全化基準、イエローカードは３５０％なので特段問題ないと思うが、

今後要注意の数字でもある。次に経常収支比率は前年度比１．２ポイント上がり９３．

２％と少し悪化した。数値が高いほど財政に余裕がないことを意味するもので、これま

た要注意の数字である。 

次に町税の収入未済額の状況は９ページの表のとおりで、２９年度は現年、過年度合

計で約１億２，５００万円あり、前年度比約２，８００万円減少している。２５年度の

約２億２，３００万円と比較すると約９，８００万円の減少。繰り返しますと約１億円

近い減少となっております。ここ４、５年の収納努力の成果と評価する。 

次に国保会計の収支状況は１４ページ上段の表のとおりで、形式収支で約６，６００

万円の黒字となった。２７年度は１億７００万円の赤字を計上したが、保険税率等の改

定により２８年度３００万円、２９年度６，６００万円と収支は徐々に好転している。

３０年度から運営主体が都道府県に移る制度変更がスタートしたが、国保会計の厳しい

状況は変わらないと思われる。また保険税の収入未済額は現年、過年度合計で約１億９，

９００万円で、前年度比約１，３５０万円の減となった。しかし、まだ２億円に近い未

済額があり、今後も更なる収納努力が必要である。 

次に基金・町債の状況は２１、２２ページのとおりで、２９年度末の基金残高は前年

度比約１億４，０００万円増の約４８億８，０００万円となっている。また、今年度末

の町債残高は臨時財政対策債を含んで、前年度比約２億９，０００万円減の約１４２億

５，０００万円となっている。家庭で言えば貯金が増え、借金が減少した状況となって

います。 

次に地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づく判断の４指標については、早

期健全化基準値は大きくクリアしており問題はないと考える。しかし、県内２１市町の

２８年度健全化指標の順位で言うと、実質公債費比率が中位ぐらいで、将来負担比率が

県内の中位の下ぐらいに位置します。しかし、長与町は将来に向けた事業が多いことで



もあり、この健全化指標の順位を取り立てて心配する必要はないが、ここ数年県内の他

市町の財政が好転して、長与町が少し悪化していることは事実である。 

今回の決算審査において事務処理は概ね良好であり、また、今年度は全体収入未済額

が約３億６，０００万円と３億円台の好成績を残した。２５年度の全体収入未済額は約

５億１，０００万円あったが、４年間で約１億５，０００万円の未済額減少を達成した。

また、徴収率も多くの科目で過去最高を達成し、職員の地道な収納努力に敬意を表しま

す。そのような中、次の点で指摘を行っています。今年度末の一般会計、特別会計の各

種税、使用料、手数料等の全体収入未済額は現年、過年度合計で約３億６，０００万円

で、前年度比約４，８００万円減と着実に減少している。各所管における収納努力の成

果だと推察するが、依然として約３億６，０００万円という高額の収入未済額が残って

いることを常に念頭に置き、気を緩めず、その減少に向けた徴収体制の強化、徴収方法

の改善に努められたい。また税、使用料こそが自治体財政の基本と言うことで各種税、

使用料、手数料ごとに６点、その他の事項で６点ほど指摘や意見を挙げ改善を求めた。 

最後に、高田南区画整理事業等の問題もあるが今年度も概ね健全財政運営で、堅実な

決算が維持されている。しかしながら、税収の伸び悩み、公共施設の老朽化による維持

管理費、更新投資の増大、また扶助費の大幅な増など厳しい状況が続くと思われる。今

後もあらゆる事業、施策の見直しを常に行いながら、選別化に努め、健全財政を堅持し、

町の発展と町民サービス、福祉の向上に最善の努力をされるよう期待して、一般会計及

び特別会計の決算審査の報告を終わります。以上でございます。 

○議長（内村博法議員） 

次に日程第２０、議案第６１号平成２９年度長与町水道事業剰余金の処分及び決算認

定について、日程第２１、議案第６２号平成２９年度長与町下水道事業剰余金の処分及

び決算認定についてを一括議題といたします。 

ただいま一括議題としています議案について、提案理由の説明を求めます。 

吉田町長。 

○町長（吉田愼一君） 

それでは議案第６１号及び第６２号につきまして、提案理由の御説明を申し上げます。 

議案第６１号平成２９年度長与町水道事業剰余金の処分及び決算認定につきまして、

決算書の１、２ページをお開き願います。収益的収入及び支出の収入におきましては、

予算額７億９,６８５万９,０００円に対し、決算額は８億１,２９１万６,６２８円とな

り、１,６０５万７,６２８円の増収となっております。これは営業収益のうち上水道給

水収益の増が主なものでございます。支出におきましては、予算額７億４７９万７,０

００円に対し、決算額は６億５,６２０万５,１４２円となり、不用額が４,８５９万１,

８５８円となっております。これは委託料、人件費等の減額が主なものでございます。 

３、４ページをお開き願います。資本的収入及び支出の収入におきましては、予算額

１億８,８４３万円に対し、決算額は１億８,４８５万円となり３５８万円の減収となっ



ております。これは負担金の減によるものでございます。支出におきましては、予算額

６億３,３５５万１,０００円に対し、決算額は６億１,７２６万４,２３０円となり、翌

年度繰越額が２２６万８,０００円、不用額が１,４０１万８,７７０円となっておりま

す。これは建設改良費の減額が主なものでございます。 

なお、資本的収入額が資本的支出額を不足する額４億３,２４１万４,２３０円は、当

年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額３,５０８万９,５８８円、当年度分損益

勘定留保資金１億３,７０９万３,７５９円、減債積立金１億１,３３３万８,９８１円、

建設改良積立金１億４,６８９万１,９０２円で補填をいたしておるところでございます。

たな卸資産購入限度額の執行額は３７９万４,１８６円でございます。 

続きまして５ページをお開き願います。ここに計上しております損益計算書は、税抜

き計算となっております。営業収支におきましては６,３３４万２,３９９円の営業利益

となり、営業外収支におきましても７,１９９万７,６６５円の利益となりました。 

その結果、経常収支におきましては１億３,５３４万６４円の経常利益となっており

ます。また、特別収支におきましては１,３６７万３,６０３円の損失となりました。以

上の結果、当年度純利益は１億２,１６６万６,４６１円となり、当年度未処分利益剰余

金は３億８,１８９万７,３４４円でございます。 

６ページをお開き願います。キャッシュフロー計算書におきまして、当年度資金減少

額は８,１８４万１,６３０円となり、当年度資金期末残高は４億２,７２９万５,３００

円でございます。７ページをお開き願います。剰余金処分計算書（案）につきましては、

未処分利益剰余金のうち１億２,１６６万６,４６１円を減債積立金へ積み立て、２億６,

０２３万８８３円を資本金への組み入れを行い、合わせて３億８,１８９万７,３４４円

を処分する予定としておりまして、この剰余金の処分に関しまして、議会の議決を求め

るものでございます。 

次に議案第６２号平成２９年度長与町下水道事業剰余金の処分及び決算認定につきま

して、決算書の１、２ページをお開き願います。収益的収入及び支出の収入におきまし

ては、予算額１０億４,４７０万３,０００円に対し、決算額は１０億５,３９６万８,４

１０円となり９２６万５,４１０円の増収となっております。これは営業収益のうち下

水道使用料の増が主なものでございます。 

支出におきましては、予算額９億７,０９０万５,０００円に対し、決算額は９億８３

９万６８１円となり、不用額が６,２５１万４,３１９円となっております。これは営業

費用の減が主なものでございます。 

３、４ページをお開き願います。 

資本的収入及び支出の収入におきましては、予算額１億２,１３６万３,０００円に対

し、決算額は１億２,２８５万６,９２２円となり、１４９万３,９２２円の増収となっ

ております。これは受益者負担金の増によるものでございます。支出におきましては、

予算額４億２,７５６万６,０００円に対し、決算額は３億８,５１０万４,３３０円とな



り、翌年度繰越額が１９４万４,０００円、不用額が４,０５１万７,６７０円となって

おります。これは建設改良費の減が主なものでございます。なお、資本的収入額が資本

的支出額に不足する額２億６,２２４万７,４０８円は、当年度分消費税及び地方消費税

資本的収支調整額１,１０４万４,３１５円、過年度分損益勘定留保資金２,６７７万７,

３７３円、減債積立金２億２,４４２万５,７２０円で補填をいたしております。 

５ページをお開き願います。ここに計上いたしております損益計算書は、税抜き計算

となっております。 

営業収支におきましては１億６,７００万３,６５８円の営業損失となり、営業外収支

におきましては３億８５４万８４３円の利益となりました。その結果、経常収支におき

ましては１億４,１５３万７,１８５円の経常利益となっております。また、特別収支に

おきましては６８２万９,２０７円の損失となりました。以上の結果、当年度純利益は

１億３,４７０万７,９７８円となり、当年度未処分利益剰余金は３億５,９１３万３,６

９８円でございます。６ページをお開き願います。 

キャッシュフロー計算書におきまして当年度資金増加額は１億９,４９０万８,２６３

円となり、当年度資金期末残高は１７億１,４８７万２,７８４円でございます。 

７ページをお開き願います。 

剰余金処分計算書（案）につきましては、未処分利益剰余金のうち１億３,４７０万

７,９７８円を減債積立金へ積み立て、２億２,４４２万５,７２０円を資本金へ組み入

れ、合わせて３億５,９１３万３,６９８円を処分する予定としており、この剰余金の処

分に関しまして、議会の議決を求めるものでございます。以上が議案第６１号及び第６

２号の主な内容でございます。御審議のほどよろしくお願い申し上げます。 

○議長（内村博法議員） 

次に代表監査委員に決算審査の報告を求めます。 

中川代表監査委員。 

○代表監査委員（中川勝秀君） 

皆さんお疲れさまです。再度よろしくお願いします。それでは議長の許可をいただき

ましたので、地方公営企業法第３０条第２項の規定により、平成２９年度長与町水道事

業会計、下水道事業会計の決算について審査した結果をご報告いたします。 

お手元の意見書２３ページからをご参照ください。 

審査の期間は、平成３０年７月６日、９日に実施しました。審査の方法は、町長から

提出された決算報告書及び財務諸表、決算附属書類など政令で定められた書類について、

水道局長、各課長、関係職員及び会計管理者の出席を求め、説明を聴取し、決算計数の

確認及び分析を行い、経営成績、財政状態の把握、経済性の発揮、公共性の確保を主眼

として審査を行いました。 

審査の結果として、各会計の決算報告書、財務諸表及びその他の書類は、地方公営企

業法及び関係法令に準拠して作成され、その計数は正確で平成２９年度における経営成



績及び当該年度末の財政状況は、適切に表示されていた。また、当年度における各事業

の予算執行の結果は、適正に執行されていると認めた。 

水道事業会計の詳細につきましては、２３ページから２４ページは業務状況、経営成

績、２５ページから２６ページは損益計算書、資産、負債、資本、２７ページから２８

ページは財務比率、企業債、水道料金の未収状況を記載しておりますので御参照くださ

い。では、決算の概要についてご説明いたします。給水人口は３８，３４０人で前年度

比４０２人減、給水戸数は１５，８１８戸で前年度比６３戸増加している。また、年間

配水量は前年度比約３万立方メートル減の３７３万立方メートル、有収水量は約３万立

方メートル増の３３８万立方メートルとなっている。 

次に経営分析では、長年にわたり９２％前後の高い数値を維持し、効率配水が図られ

ていたが、２８年度は８９％台に下がった。しかし、２９年度の有収率は９０．５％で

前年度比１．３ポイント上がり少し好転をしました。管の老朽化も進んでいる時であり、

原因調査が必要であり、また、継続的な漏水調査の充実を期待いたします。供給単価は

１８９円８５銭で、給水原価は１５８円９９銭であり、差し引き収益は３０円８６銭と

なり前年度より僅かに改善し、良好な数値である。 

次に財政分析では、２７ページ財務比率の表で流動比率を除く４つの比率は、ほぼ安

定した安全な比率を数年維持している。流動比率の７２．３ポイント悪化は現金預金の

減と、未払金の増によるもので特段問題ない。各指数は概ね良好な数値となっている。 

次に決算の事業収支は、収入が約７億５，５００万円、支出が約６億３，４００万円

で、純利益は約１億２，２００万円であり堅実な推移である。また今年度末の企業債残

高は約７億２，１００万円と前年度比約５，７００万円増加した。これは施設の更新で、

２９年度に新たに１億７，０００万円の企業債を発行したためである。支払利息は約１，

１２６万円で前年度比約５２０万円減少している。 

最後に２８ページの２９年度決算の未収金は約１,０５６万円である。しかし一般、

特別会計と同様に５月３１日で会計を締めると、未収金は前年度比７１万円減の約１７

４万円で良好な数字である。                     

水道事業は住民の日常生活に欠かすことができない事業で、安定供給と水質保全には

万全を期す必要がある。当然、中長期にわたる計画の下、水源確保、老朽管更新、浄水

場設備改良など投資が常に必要であり、そのためにも収益の確保が求められる。給水人

口は団地開発の割には減少しており、現状では給水量の自然増はあまり期待できない。

加えて節水型の洗濯機や水洗トイレの普及、ペットボトル飲料水の利用増で、給水収益

の増収も厳しくなるものと推察される。今後とも公共性、経済性等を充分考慮し、経営

基盤の安定をはかり、尚一層の効率的な経営を促進し、清浄な、かつ豊富な水を安定的

に供給されることを望む。 

次に下水道事業会計ですが、２９ページから３０ページは業務状況、経営成績、３１

ページから３２ページは損益計算書、資産、負債、資本。３３ページから３４ページは



財務比率、企業債、下水道料金の未収状況を記載しておりますのでご参照ください。 

では、決算の概要についてご説明いたします。水洗化人口３９，５３１人、水洗化戸

数１５，７６２戸、普及率９９．９％、水洗化率９８．９％となっている。なお整備済

区域の未水洗化は１６５戸あります。 

下水道事業の経営状況については、経営分析及び財務分析は、次のとおりであります。

経営分析では、有収率は年間有収水量を年間汚水処理水量で除した値で、高いほど望ま

しく、今年度は９０．１％で前年度より３．２ポイント上回っている。１立方メートル

の使用料単価は、年間下水使用料を年間有収水量で除した値で１７６円５３銭。１立方

メートルの汚水処理原価は、年間汚水処理費を年間有収水量で除した値で１７９円５８

銭となっており、差し引き３円０５銭の原価割れとなったが、前年度比では８円８０銭

好転をしている。今後も汚水処理費削減に向けての経営努力が必要である。 

次に財務分析では、３３ページの財務比率の表で５つの比率ともほぼ安定した安全な

比率をここ数年維持している。特に経営状況の健全性を示す指標である総収支比率は全

国平均をクリアして、今年度は前年度比で２ポイント上がり良好な数字である。全体的

に、各指数は全国類似団体と比較しても概ね良好な数値となっている。 

次に決算の事業収支は、収入が約１０億４００万円、支出が約８億６，９００万円で、

純利益は約１億３，５００万円で前年度比約１，５００万円の増収となった。 

企業債は、年度末残高約２７億１，９００万円で前年度比約１億１，９００万円減少

している。ちなみに２５年度の企業債残高は約３３億８，０００万円あり、４年間で約

６億６，１００万円減少している。今後は金利の高い企業債が減り支払利息は徐々に減

少して行くものと思われる。最後に３４ページの２９年度決算の未収金は約１，２８０

万円である。しかし水道会計と同様、一般・特別会計と同様に５月３１日で締めると、

未収金は前年度比９４万円減の約３６４万円で良好な数字である。 

下水道事業は重要な都市施設である。当町は全国的にも高い水準の水洗化普及率であ

るが、施設、管の老朽化も進み今まで以上の投資が見込まれる。今後の事業運営にあた

っては中、長期的展望の下、計画的かつ効率的な建設、改良投資を進められることを望

む。以上で水道事業、下水道事業の決算審査の報告を終わります。以上でございます。 

○議長（内村博法議員） 

次に日程第２２、議案第６３号長与町教育委員会委員の任命についてを議題といたし

ます。ただいま議題としています議案について、提案理由の説明を求めます。 

吉田町長。 

○町長（吉田愼一君） 

それでは議案第６３号長与町教育委員会委員の任命につきまして、提案理由の御説明

を申し上げます。長与町教育委員としまして、平成２２年１０月から２期８年間にわた

り長与町教育行政の推進のために御尽力いただいております古賀清彦委員の任期が今月

末をもって満了となります。私といたしましては、引き続き長与町教育委員として任命



したいと考えておりますので、御提案を申し上げ議会の同意をお願いする次第でござい

ます。古賀氏につきましては、岡郷にお住まいでございます。これまで長与町の教育振

興のため御尽力を賜っており、教育関係に強い理解と意欲をお持ちの方でございます。

人格識見ともに長与町教育委員として適任者であると確信いたしておりますので、御同

意を賜りますようよろしくお願い申し上げます。以上でございます。 

○議長（内村博法議員） 

これにて本日の日程は終了いたします。 

本日はこれで散会いたします。お疲れさまでした。 

（散会 １１時２４分） 

 


